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Ⅰ　基本情報

指定単位
施設数：１施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：

指定管理者評価シート

事業名 地域コミュニティ施設運営管理費 所管課（電話番号） 北区市民部地域振興課（757-2407）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

名称

（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進、
　　その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

業務の範囲

札幌市拓北・あいの里地区センター 所在地 札幌市北区あいの里1条6丁目1-1

（1）　統括管理業務
（2）　施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）　事業の計画及び実施に関する業務
（4）　施設の利用等に関する業務
（5）　前各号に掲げる業務に付随する業務

たくあいふれあいセンター（札幌市拓北・あいの里地区センター運営委員会・社会福祉法人札幌協働福祉会）

平成30年（2018年）4月1日～令和5年（2023年）3月31日

平成10年1月19日 延床面積 1,297.79㎡

主要施設

地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もって地域住民の福祉の増
進に寄与する。

（1階）図書室・多目的ホール・和室・実習室　（2階）集会室

非公募

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運
営されることにより、地域住民がまちづくり活動に直接参加する機会が作られ、地域住民自らがセ
ンターの管理運営を通して把握された地域課題の解決に取り組むことによって、地域住民間の信
頼関係が築かれ、地域社会における絆の強化につながることとなる。また、まちづくり活動の担い
手の育成に寄与することも期待される。このようなことから、設置目的の実現のために、地縁によ
る団体により設立された団体及び当該設立された団体を主な構成員とする団体並びに当センター
等の管理運営に関わりを持つものと市長が認める地縁による団体の推薦を受けた団体により、現
に良好な管理運営が行われている場合には、継続的に管理運営を行わせるために非公募とした
もの。

指定期間

名称

募集方法

施設数：１施設

複数施設を一括評価の場合、その理由：
３　評価単位
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Ⅱ　平成３０年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

■基本方針を適
切に策定し、公
正・公平な施設運
営に取り組んでい
ると認められるこ
とから、要求水準
を満たしている。

▼住民の福祉の増進を目的としたコミュニティ施設と
しての管理・運営には、公平・公正であることが重要
と判断し、方針を策定した。

・貸室業務は厳正なる抽選を行い、落選者には空き
室情報をお知らせする。

・講座申込に際し、仕事を持つ方が不利にならない
ように人気講座については抽選とする。

窓口および電話応
対等は利用者側の
立場になって接客
し、次の利用に繋が
るよう心掛けた。

講座や地域交流事
業は内容を工夫し、
様々な世代が参加
できるように心掛け
た。

■策定した方針や
関係規程等に基
づき、適正に取り
組んでいると認め
られる。

▼地域住民のコミュニティ活動・生涯学習の普及振
興等を目的とし、3つの基本方針を策定した。

・館内の掲示板についても、利用基準および優先を
明確化し、基準にあったものを適正に掲示している。
また掲示期間も明記し、公平性を保つ。

館内にある図書室
でもカウンターにお
けるサービス水準
の向上および充実
した蔵書により、居
心地の良い図書室
を実践できた。

・当施設は障がい者の利用が多く、障がい者・健常
者がともに共存しながら、どちらも快適に利用できる
よう配慮する。

貸室は抽選が多い
が、必ず厳正な抽
選を行い,必要に応
じて公開抽選とし
た。また利用者にご
不便がないよう空
室状況をお知らせし
た。

仕事等の都合で講
座申込開始日に来
られない方の為に
人気講座について
は先着ではなく抽選
とした。

連合町内会・社会
福祉協議会・民生
児童委員会など地
域団体と連携を図
り、まちづくり活動に
取り組んだ。

情報発信はあらゆ
るツールを活かし
て、広く地域住民に
周知されるようにし
た。

・地域住民から親しまれる地区センターを目指す。
　利用者の立場に立った、親切丁寧なサービスを心
掛け、また様々な講座や地域交流事業を開催するこ
とで、多くの地域住民が集うコミュニティ形成の場とし
ての役割を果たす。

・まちづくりの取組みを推進する。
　公の施設として貸室業務のみ取り組むのではなく、
まちづくり活動に積極的に関わり、まちづくり活動を
促進するよう努める。

・地域の中心拠点としての役割を果たす。
　当館の情報はもちろん、地域のあらゆる情報を発
信する拠点となる。

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

1　業務の要求水準達成度

指定管理者
の自己評価

項　目 実施状況

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

所管局の評価
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■エネルギー等
の節約、ごみ減
量、リサイクル等
に積極的に取り組
んでおり、要求水
準を満たしてい
る。

▼拓北・あいの里運営委員会を組織し、館長以下14
名の職員を雇用。それぞれの業務分担を明確化し、
適正な事務執行と責任体制の確立を図っている。職
員研修は研修計画以上の研修に参加した。従事者
においては、若者世代の職員、子育て世代の主婦
や、シニア世代の職員を雇用し、それぞれの経験を
活かしたサービスを提供するなどし、活躍している。

前年に引き続き、職
員全員に対し、ワー
クライフバランスを
重視した働き方を推
進し労働環境を整
えているので、職員
が定着化した。また
職員一人一人の仕
事に対するモチ
ベーションと責任意
識が高まり、一層の
市民サービスの向
上を図ることが出来
た。

・光熱水費の削減目標を掲げ、館内巡回の際にこま
めに消灯・節水を心掛けた。

・冷暖房の設定温度を環境に配慮した温度に設定
し、利用者にもご協力をお願いした。

・当館の事務消耗品や備品は環境ラベル付き、また
は環境に優しい製品、素材を再生した商品を購入し
た。

▼環境を常に意識し、消費電力に関わることを始め
として、業務内で職員一人ひとりが行う省エネの工
夫により地球温暖化及び環境に配慮する。

掲示板に掲示出来
ない場合は、書架を
ご利用頂いた。掲
示板に掲示するサ
イズも出来るだけ
A3サイズでお願い
し、スペースについ
ても公平性を保っ
た。

玄関に車椅子を用
意し、随時利用して
頂けるように配慮し
た。また、文化フェ
スタ等の際には、車
椅子席を設けて対
応した。

廃食油回収拠点施
設として当館内に廃
食油ボックスを設置
し、廃食油の回収に
協力している。

敷地内のロードヒー
ティングを全面的に
廃止し、職員が除
雪を行い節約した。

■管理運営業務
を適切に行い得る
組織が整備され、
従事者が適切に
確保・配置されて
おり、要求水準を
達成している。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

職員は冷暖房に頼
り過ぎない服装で応
対し、利用者にも設
定温度を変更しな
いようご協力願っ
た。

両面コピー・使用済
み用紙の裏面使用
など職員一人一人
が環境保全を意識
して取組んだ。
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▼利用者とのコミュニケーションを大切にし、利用者
の声が運営組織に迅速に届くよう心掛けた。また、
届いた利用者のニーズに柔軟かつスピーディーに対
応することを心掛け、そのため情報共有について
は、正規職員同士はもちろん、管理職員も交えて定
例ミーティングのほか、随時職員の打ち合わせを行
い、業務改善や修繕等に対応した。

■職員間の情報
共有や意識向上
の取り組みが十
分なされており、
要求水準を満たし
ている。

利用者とのコミュニ
ケーションはもちろ
ん、職員間において
もコミュニケーション
を大切にし、打ち合
わせや業務日誌等
で情報共有し、職員
誰でもが情報を把
握できている状態を
心掛けた。

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

■運営協議会が
所定の回数開催
されており、要求
水準を達成してい
る。

▼主に設備の保守点検業務に関して専門の機関や
企業に委託している。これらの業務に関しての履行
確認は仕様書によって行い、必要に応じて指示・指
導を行い、適正を確保している。

全ての業務におい
て、仕様に基づく適
正な履行が行われ
た。

■適正に管理され
ていると認められ
る。

協議会は所定回数
開催し、管理運営
水準の維持向上に
向けた協議を行っ
た。

＜報告事項＞
平成29年度事業実施状況について
平成29年度予算執行状況について
平成29年度会計監査報告
＜協議事項＞
平成30年度事業計画
平成30年度運営費収支予算について

文化フェスタ開催について

・施設全般について
・平成30年度運営費収支状況につい
て
・地域団体との連携について

平成30年度事業実施状況および予算
執行状況について
平成31年度事業計画および運営費収
支予算について

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

協議・報告内容

第３回
2月28日

第４回
3月14日

第１回
7月20日

第２回
9月18日

＜協議会メンバー＞

地域振興課長、まちづくりセンター所長、地域振興課
地域活動担当係長、連町副会長、利用者団体代表、
地区中学校長、保護司会分区長、地区福祉施設職
員2名、地区町内会長　計9名

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

開催回
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

■財務関係書類
を検査した結果、
適正に管理されて
いると認められる
ことから、要求水
準を達成してい
る。

■概ね適切に対
応していると認め
られることから、要
求水準を達成して
いる。

■アンケートの実
施等により、適切
にセルフモニタリ
ングが実施されて
いると認められ
る。また、協定書
に基づき、各種報
告書類も適切に
提出されており、
要求水準を満たし
ている。

■法令が遵守さ
れ、職員の良好な
雇用環境が確保
されていると認め
られる。

中間決算および確
定決算においては
運営委員会監査委
員が、適正に処理
が行われているか
監査している。

▼各帳簿類の整備と取り扱いは適正に行うよう留意
した。
▼現金等は、複数の職員により管理・確認を行って
いる。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

▼館内にご意見箱を設置し、利用者からの意見・要
望の把握に努めている。
▼講座終了後や年度末にアンケートを実施し、結果
について集計し館内に掲示している。

▼ご意見箱を活用し、要望や苦情があれば関係者
に報告、職員間で情報共有を行い、迅速に解決する
ように対応している。

苦情防止策を職員
一人一人が利用者
の立場になって考
え、職員ミーティン
グの際に協議して
いる。

　実施結果の分析
と参加者の意見を
次期事業計画に活
かしている。

▼施設で働く職員に対し、最低賃金835円（平成３０
年１０月１日発効）以上の時給を支給した。
▼全ての労働者に労災保険、また条件を満たす労
働者には雇用保険に加入している。
▼職員に時間外労働または休日労働をさせる場合
は、労使協定（36協定）により必要な定めをし、労働
基準監督署に届け出た。
▼管理職員に対し、深夜業をさせた際には法定割合
以上の割増賃金を支払った。
▼1年に１回、定期健康診断を実施した。
▼厚生年金保険・健康保険に適切に加入している。
▼職員一人一人が仕事にやりがいや充実感を感じ
ながら、子育てや介護といった家庭との調和の促進
に積極的に取り組んでいる。（ワークライフバランス）
▼職員の年度内に付与された有給休暇の取得率は
90％超であった。
▼公益財団法人札幌市中小企業共済センターが主
催するさぽーとさっぽろ福利退職金共済制度に加入
している。
▼改正労働契約法に基づき、該当する期間を勤務
する職員に対し無期転換雇用への転換の意思確認
を行い、結果、無期労働契約へと転換した。

　適正な取り扱いを
行い、労働関係法
を順守した。今後さ
らなる雇用環境の
向上を目指していき
たい。

▽　要望・苦情対応

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

■施設・設備・備
品等の維持管理
が適切になされて
おり、要求水準を
満たしている。

■適切な取り組み
が行われており、
要求水準を満たし
ている。

■昨年度を上回
る講座数を実施
し、かつ講座受講
者の満足度が概
ね高かったことは
評価できる。

講座のアンケート結
果によると、参加者
の満足度が高く良
い結果を得ることが
出来た。今回行わ
れた講座のうちナイ
トヨガ・スポーツ吹き
矢・ｼﾞｭﾆｱﾋﾟｯﾌﾟﾎｯﾌﾟ
はサークル化し、現
在も活動継続中で
ある。今後も区民講
座は地域住民の
ニーズに応えるよう
実施していきたい。

■連絡体制が確
立し、利用者等の
安全確保が適切
になされているこ
とに加え、必要に
応じて適切に保険
に加入しており、
要求水準を満たし
ている。

館内巡回の際には
施設ばかりではな
く、備品による事故
を防ぐために、備品
の安全確認も行っ
ている。

▼備品の更新は、利用者の要望、老朽化の度合い
などを考慮して、高額なものは北区と協議し適宜更
新している。
▼施設の維持管理については、日常の巡回、夜間
の最終巡回により、故障の点検・備品の不具合等の
確認をし安全に万全を期すよう努めた。また、可能な
範囲で職員が修繕・改善・安全衛生保持に努めた。

跳び箱マット教室 30 32 98

認知症予防講座 20 16 96

タブレット教室 20 60 95

天然酵母パン 15 15 98

サイエンス教室 40 30 95

風呂敷活用術 15 16 98

中国語会話 15 8 98

みるく教室 16 18 97

ジュニア卓球 24 23 95

ペーパークイリング 15 9 99

ナイトヨガ 10 18 98

スポーツ吹き矢 15 18 98

包丁の研ぎ方 12 12 94

ハーバリウム講座 10 15 98

自衛消防訓練は、
平成30年10月と平
成31年3月の２回行
い、10月には利用
者含め55名、3月に
は44名の方が参加
した。

かけっこ教室 30 105 96

懐メロ音楽会 25 22 90

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

▽　防災

（4）事業の計
画・実施業務

▽　区民講座に関する学習機会の提供業務

要求水準に沿って
実施できた。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

講座名 定員 参加人数

▼仕様に適合した施設責任賠償保険に加入してい
る。
▼スポーツ系の講座や大会等ごとに参加者を対象と
した傷害保険に加入した。
▼利用者の安全確保のため、施設内外適時巡回を
している。
▼冬期間は、業務委託者に協力を依頼し、玄関前や
歩道などの凍結箇所に滑り止め用砂をまくなど転倒
事故防止に努めている。
▼何かあった際、無事に避難が出来るかどうか、避
難経路の確保も必ず点検する。

満足度（％）

▼防災計画を策定し、自衛消防訓練（消火・通報・避
難誘導）を行った。訓練は、昼間の職員および夜間
の職員も同時に行った。
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有料利用が多いた
め、施設活用事業
が中止になることが
多かった。
今後は、憩いの場
づくり施設活用事業
の内容について検
討を行い、利用促
進を図り、また満足
度も高めるよう努め
たい。

■事業の参加者
数が目標を上回っ
たことは評価でき
る。今後も様々な
事業を企画・実施
し、多くの方に来
館していただける
ことを期待する。

■要求水準を満
たしている。

地域交流事業は、
年齢層問わず多く
の住民に利用して
頂くことを目的とし
た事業を行った。一
部、達成率が低い
事業があるが、今
後は見直しも含め、
企画・広報の充実を
図りたい。

子育て世代の利用
の拡充を図るため、
地域商工振興会と
共催で「親子であい
あいハロウィン」を
初めて行った。地域
の商工振興会加盟
店にてポスター周
知を行ったためか、
初開催としては、参
加人数が目標を上
回り、大変好評で
あった。

講座のアンケート結
果によると、参加者
の満足度が高く良
い結果を得ることが
出来た。今回行わ
れた講座のうちナイ
トヨガ・スポーツ吹き
矢・ｼﾞｭﾆｱﾋﾟｯﾌﾟﾎｯﾌﾟ
はサークル化し、現
在も活動継続中で
ある。今後も区民講
座は地域住民の
ニーズに応えるよう
実施していきたい。

スマホ教室 50 36 92

おもてなし料理 15 15 90

ｼﾞｭﾆｱﾋﾟｯﾌﾟﾎｯﾌﾟ 30 25 98

アロマケア 15 15 97

珈琲の淹れ方 10 6 96

▽　地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）に関する
業務

（4）事業の計
画・実施業務

あいの里おはなし会

事業名 目標人数 参加人数 達成率

▽　地域住民の交流を目的とした事業に関する業務

110 91.7

カラオケ交流会 40 50 125.0

120

子どものための音楽会 100 45 45.0

すこやか健康セミナー 50 70 140.0

夏休みお楽しみ会 30 46 153.3

夏休み子ども映画会 30 23 76.7

夏休みたくあい学びの場 60 46 76.7

ミニバレー大会 48 44 91.7

観劇 150 170 113.3

文化フェスタ 1,500 1,844 122.9

あいあいハロウィン 300 323 107.7

麻雀大会① 140 118 84.3

冬休みたくあい学びの場 90 97 107.8

書初め大会 25 25 100.0

囲碁大会 32 24 75.0

麻雀大会② 140 100 71.4

インドア雪合戦 50 50 100.0

260

春休み子ども映画会 20 31 155.0

16 178

卓球 22 331

人数回数事業名

囲碁・将棋 27

バドミントン

7
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼図書室の年間開室日数は277日、貸出冊数は
92,867冊、3月末現在の蔵書数は38,535冊であった。

▼地域の小学校との連携の一環として、開放図書館
便りの掲示や図書室主催のおたのしみ会（3回）に、
あいの里西小学校のボランティアに協力していただ
き開催した。さらに、校外学習の一助として、図書室
の見学、インターンシップの受け入れなどを行った。

▼図書室の利用促進を図るため、「おはなしの会
ずくぼんじょ」による子ども向けのおはなし会（月1回）
の開催や図書室便り「あいぶらりぃ」の発行（年6
回）、毎月のテーマ展示等実施した。

78.6 75.0 78.2

731

838

■全体として前年
を上回る稼働率を
達成したことは評
価できる。今後さ
らなる利用促進に
向けた取組に期
待する。

■新規利用者の
獲得に向けた取
組を行っているこ
とは評価できる。

利用件数・利用人
数・稼働率は昨年
度実績及び今年度
計画を上回ってお
り、既存のサークル
の他、新規サーク
ルや、営利団体も
増えたことがその要
因となっている。利
用率が高く、抽選が
多いので、空室をお
知らせする等、利用
者に不便がないよう
心掛け、更なる利用
に繋げたい。

9,000

稼働率(％)

8,047

集会室B

844 630

549

件数(件)

862

24,883

▽　利用件数等

68.668.3

人数(人）

27,217

73.7

人数(人）

H30実績

件数(件)

件数(件)

集会室A

725

（5）施設利用
に関する業
務 H29実績 H30計画

7,757 8,000

人数(人）

953
多目的
ホール

稼働率(％) 72.7

695

▽　不承認 0件、　取消し 36件、　減免 0件、　還付 3件

9,868

67.0稼働率(％)

実習室

件数(件) 533 320

稼働率(％) 52.7 52.0

人数(人） 4,586 4,500 4,940

▽図書室業務

9,999

70.0

25,000

569

52.4

和室A

件数(件) 700 595 719

人数(人） 5,544 5,000 5,415

63.0

684

人数(人） 5,131 5,000 5,077

595件数(件) 609

稼働率(％) 65.6 62.0

55.0 63.0

合計

件数(件) 4,364 3,404 4,383

稼働率(％)

人数(人） 57,900

和室B

年々貸出冊数は減
少傾向にあるが、利
用者数は増加して
おり、市内の各地区
図書室で上位を
保っている。特に
小・中学生の利用
が増加している。評
価を得られるよう
に、より一層工夫を
凝らした図書室づく
りを目指したい。

56,500 60,564

稼働率(％) 66.2 66.0 66.9

58.4

8
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼館内設備修理、大会および事業においての景品は地域業者
に依頼している。

▼利用者のニーズに合った講座を積極的に企画し、
新しい取り組みにもチャレンジした。（あいあいハロ
ウィン）

▼当館で行われる事業については、広報さっぽろの
ほか地域情報誌への掲載や、町内会への回覧・学
校配付など対象者に合わせた周知方法で集客を
図った。

■適切に行われ
ていると認められ
る。

自動販売機収入　　売上高　106千円

古紙回収収入　　　売上高　81千円

▼外構緑地・除排雪の委託業務は地域にある知的障がい者福
祉施設に委託している。

２　自主事業その他

▽　自主事業

■適切に取り組み
が行われており、
要求水準を満たし
ている。

地区センターだより
等で情報提供する
ほか、事業の対象
者に合わせて、町
内会回覧や、小学
校及び幼稚園など
に配布して集客を
はかり、利用促進に
繋げた。
館長が連町広報委
員を務め、地区セン
ターの地域交流事
業やサークル紹介
等を連町広報に掲
載した。

古紙回収ボックスは
地域住民へ広く周
知されており、地域
住民の利便性は高
まっているといえ
る。修繕については
軽微な修理は職員
が行うが、その他は
地元業者に依頼し
ている。

（6）付随業務 ▽　広報業務

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

▽　利用促進の取組

・申込方法・利用料金

・図書室紹介

▼連町広報にて地区センターを紹介

▼低料金で利用できる時間貸しの案内など、利用者
の目線に立った接客を心掛けた。

・センター主催講座、事業の案内、地域の憩いの場
づくり施設活用事業紹介

▼広報さっぽろ、地域のミニコミ誌などを活用し、情
報を発信している。

▼地区センター便りを年3回発行

▼ホームページを活用した情報提供

・施設概要（貸室等）

主催講座や地域交
流事業は、幅広い
年齢層の方々に当
館を利用していただ
く為、目新しい内容
のものも開催した。
また、日々の接客
においては利用者
の目線に立った接
客をし、利用者が不
快に感じることなく、
また利用してもらえ
るよう心掛けた。▼主催講座終了後、サークル化への呼びかけを行

い、当館職員とサークル希望者との話し合いで問題
点を解決し、サークル化の促進を図り、当館の利用
に繋げた。

9
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ▽　利用者アンケートの結果

＜貸室利用者＞
 主に当館を利用しているサークルの方対象にアン
ケート調査を行った。

＜図書室利用者＞
札幌市中央図書館より配布されるアンケート用紙を
使用し実施。

本の調べもの相談
や、貸出・返却業務
は職員一同、平素
より笑顔で心を込め
て応対している結果
が、このような高い
評価につながった。
これに慢心せず、よ
り一層利用者に満
足して頂けるように
努めていく。また、
新刊が少ない・新刊
本の紹介があると
良い、といった要望
に対しては、今後も
可能な限り対応して
いく。

・なかなか部屋が取れない。

・駐車場が混みあっている。

３　利用者の満足度

実施方
法

調査期間：平成31年1月11日～平成31年1月31日

調査期間：平成31年3月12日～平成31年3月25日

■利用者アンケー
トの調査結果は要
求水準を上回るも
のとなっており、
評価できる。
　利用者アンケー
トの結果を踏ま
え、今後のより良
い施設運営に活
かしていくことを期
待する。

結果概
要

▼施設・貸室利用等について

Q1：施設の利用頻度

　　週2回以上　　　12.5%

　　週1回程度　　　45.8%

　　月に2～3回　　37.5%

Q4:施設利用に関するご意見・ご要望

・いつも明るく笑顔で対応して下さる。

・女性職員の対応で不快な思いをしたことがない。

▼図書室業務について

　　年に数回　　　　2.0%

Q2:事務局職員の応対（接客態度）

　　悪　　い　　　　　　　2.1%

　　大変良い　　　　64.6%

　　普　　通　　　　　35.4%

　　悪　　い　　　　　0%

Q3:施設設備管理（清掃等）

　　大変良い　　　　　37.5%

　　普　　通　　　　　　60.4%

・和室の畳を取り換えて欲しい。

Q1:本の種類・数

　　満足　　　19%

　　どちらかと言えば満足　　46%

　　どちらかと言えば不満　　31%

　　不満　　　4%

Q2:本の探し方や調べものの相談

　　満足　　　42%

　　どちらかと言えば満足　　27%

　　どちらかと言えば不満　　4%

　　わからない　　　27%

利用者から貸室業
務・図書室業務とも
に良好な評価を頂く
ことが出来た。今後
も利用者とのコミュ
ニケーションを大切
にし、地域の方々に
愛される施設となる
よう誠意をもって施
設運営に努める。

職員は名札、服装、
電話応対、来館者
への応対は良好で
ある。
毎月行っている職
員ミーティングでは
挨拶や言葉使い、
態度等が適切であ
るか再確認する。

館内巡視の際、不
具合箇所の有無、
備品整理等を行
い、不具合発生時
には早急に対処し
ている。

10
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＜要望①＞
　卓球の無料開放を拡大して欲しい。

⇒「地域の憩いの場づくり施設活用事業」の内容に
ついて、今後検討します。

当センターへの利
用者の意見・要望
については投書箱
を館内に設置してい
る。
寄せられた投書に
対しては、内容を担
当職員が確認の
上、館長が回答す
ることとしている。

「地域の憩いの場づ
くり施設活用事業」
の内容について、基
本原則の有料優先
を利用者にご理解
頂きつつ、今後検討
する。

⇒「地域の憩いの場づくり施設活用事業」の内容に
ついて、今後検討します。

・新しく入った本・お薦め本の紹介がされていて良く
なった

＜要望③＞
サークルで利用しているが、サークルメンバーが体
調不良でキャンセルしたのに、キャンセル料金を請
求されておかしいのではないか。

＜要望②＞
子供を連れて無料開放を利用しに行ったところ、部
活のように必死な人たちがいつも利用していて、利
用しにくい。

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

⇒キャンセル制度（変更含む）についてご理解頂くよ
うお願いしました。

結果概
要

　　満足　　　73%

Q3:図書室内の設備（分類・表示等）

　　満足　　　34%

・職員の皆さんがいつも大変親切です。

　　どちらかと言えば満足　　50%

　　どちらかと言えば不満　　4%

　　わからない　　　8%

　　不満　　4%

Q4：図書室職員の応対

Q5:全体的な満足度

　　満足　　　44%

・新刊をもっと入れて欲しい。

▼貸室・講座関連

　　どちらかと言えば満足　　52%

　　どちらかと言えば不満　　4%

・メイクや料理、雑誌系を増やしてほしい。

・子供向けの本は、年齢別に分類して欲しい。

・インターネットで購入希望を受け付けて欲しい。

・電子書籍に人気本が少なすぎる。

　　どちらかと言えば満足　　27%

　　どちらかと言えば不満　　0%

　　不満　　0%

Q6:施設利用に関するご意見・ご要望
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

講座については地
域住民のニーズや
流行を調査し、新し
い講座を開講する
よう心掛けている。

利用者の意見・要
望については職員
ミーティングにて解
決への取組みを協
議し、迅速に対応し
ている。

■計画を上回る
収支を達成し、生
み出した利益で利
用者への還元を
行っていることは
評価できる。

▼指定管理費は北海道胆振東部地震による休館等の補填額
105千円及び改修工事による多目的ホール休館の補填額73千
円含む。

今年度も多数主催
講座を行った結果、
3団体がサークル化
した。また、利用率
は昨年度とそれほ
ど変わらないが、利
用者単価が上がっ
たため、決算収入
が予算収入および
昨年度収入を大幅
に上回った。

支出については、大
規模修繕を行った
ので、修繕費は例
年より抑えられた。
利用者が不快と感
じることの無い範囲
で、光熱費等の削
減に取り組み、計画
を大幅に下回った。

⇒次年度の講座計画に反映します。

0 2,989 2,989

▽　説明

収入-支出 212 3,158 2,946

純利益

▼収支は2,989千円の利益となった。

▼利用料金収入は積極的に利用を募り、計画より744千円の増
加となった。

▼指定管理業務による利益還元として、図書購入に564千円、施
設修繕に57千円、合計621千円を支出した。

▼自主事業による利益還元として、施設修繕の一部に169千円
を支出した。

法人税等

【参考】 H30年度決算 内容

指定管理業務による利益還元 621
蔵書564千円、
館内修繕
57千円

自主事業支出 18 18 0

指定管理業務支出

0

自主事業による利益還元 212 169 -43

自主事業収入 230 187 -43

35,333 33,368 -1,965

利用料金 8,000 8,744 744

指定管理費

その他 900 1,002 102

35,563 36,544

差（決算-計画）

（千円）

26,433 26,611 178

981

▽　収支

項目 H30年度計画 H30年度決算

指定管理業務収入 35,333 36,357 1,024

収入

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

35,351 33,386 -1,965

４　収支状況

支出

＜要望④＞
　トイレの水道の蛇口をセンサーが付いたものに変
えて頂きたい。（お年寄りや子どもでは最後まで閉め
られない）

⇒次年度、要望を取り入れていただくよう札幌市に
伝えます。

⇒次年度にて対応するよう検討します。

＜要望⑥＞
　新しい講座を期待している。

＜要望⑤＞
　和室の畳を取り換えて欲しい。
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Ⅲ　総合評価

適切かつ円滑な施設運営が行われている。多くの利益
還元を行っていることや施設の利用率を高水準に保って
いることは評価できる。

自己評価の重点取組事項に挙げられている「サービス
水準の維持向上」を徹底しつつ、さらなる施設の稼働率
向上を目指してほしい。

▼協定に関する契約（第三者委託・物品調達等）について、暴力
団員や暴力団関係事業者を相手に契約を行わなかった。

▼情報公開申出が３件あった。

▼各条例の規定に則し、すべて適切に対応した。

●管理業務計画書、運営事業計画書に基づく管理運
営の円滑な推進に努め、講座・地域交流事業・貸室・
図書室業務は概ね計画通りに実施することが出来た。
また、大規模修繕を行ったことで、施設の維持管理は
これまで以上に良好になった。

●公の施設であることを念頭に置き、市民の公平な利用
に供するよう管理運営を行う。
▶何人も差別されることなく、公平・公正な管理運営のも
と全ての方が利用しやすい施設づくりに努める。

●施設の効用の最大化
▶地域住民の連携づくりやコミュニティ活動と生涯学習の
手助けを積極的に行う。
▶利用率向上のために、目新しい講座や事業を行い施設
利用に繋げる。
▶利用者の希望に添った新刊の購入や、テーマ展示・新
着本の紹介等工夫を凝らし、図書室の利用者を増やす。

●サービス水準の維持向上
▶定例で行われている職員ミーティングにおいて、業務上
課題を話し合い、対応職員によって格差が生じないよう
にし、施設サービス水準を確保する。
　またミーティングや業務日誌等を利用し、職員間で、適
切に各種情報の共有化を図り、利用者に不便のないよう
心掛ける。

●最小の経費で最大の効果を上げる管理運営
▶職員一同、利用率の向上・経費節減の意識を持ち、得
た利益については、積極的に地域還元に利用する。

●収支については、職員間において、経費節減・利用
率向上を意識し努めたことで、今年度も良好な状態を
保つことが出来た。

●指定管理者として、連合町内会、社会福祉協議会
ほか地域諸団体への協力と貢献度は各団体より高く
評価されており、地域活動の拠点として中心的な役割
を担っている。

当センターの財務状況は、昨年度に引き続き好転しており、利用
料金収入等が計画した予算を上回るなど、安定的に経営でき
た。

総合評価 来年度以降の重点取組事項

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

【指定管理者の自己評価】

▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。
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